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説となっている。このモデルでは太陽質量の 10 - 2倍くらいの質量を持つディスク














る phaseが存在することが解った。それらは、密度が低い方から① Ion-electron 













する。基礎方程式は非線形な抵抗を持った Resistive MHD(Magneto HydroDynamics)
であり、系を特徴つけるパラメターはガス圧と磁気圧の比β、磁気レイノルズ数
R Mと抵抗が非線形になる criticalな電流 J cr i tである。与えられたパラメターに対
して乱流状態又は層流状態から空間３次元の数値シミュレーションを実行した。  
その結果パラメターに応じて３つの最終状態になることが判明した。すなわち、
層流状態と乱流状態の両方の初期条件に対して MRIが起こる active zoneと MRIが起
きない dead zone, それから層流状態からは MRIが起こらないが乱流状態からは MRI
が起きる  sustained zoneである。この結果を我々の太陽系を作った原始太陽系





















いる。具体的には 300光年の距離で雷が発生すると 200GHzのミリ波帯では最大 1Jy




 次に、雷の効果を取り入れて原始太陽系星雲中での resistive MHDの空間３次元
数値シミュレーションを実行して、原始太陽系星雲は３つの zone に分かれること










また、平成 25年４月 23日 主論文に報告されている研究業績を中心として、
これに関連した研究分野について口頭試問した結果、合格と認めた。 
 
